
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立つ鳥跡を濁さず ～ワールドカップ カタール大会～ 
                                 校 長  小川 博文 

１１月末から１２月１８日まで行われたワールドカップ カタール大会に日本が盛り上がりまし

た。私は２０年前に行われた２００２年日韓ワールドカップを思い出します。その当時、私はサッカ

ー部の顧問、生徒会担当をしていました。日本代表初戦の前日、数名の生徒が私に「先生、明日は日

本初、アジア初、日本で行われるワールドカップ開催の日です。歴史的瞬間を全校生徒で観戦したい

です」と頼んできました。試合時間はちょうど平日の午後、普通に学校がありました。私が他の先生

方に相談すると、先輩の先生方が動いてくださり、昼休みと放課後、体育館でパブリックビューイン

グを行えることになりました。生徒数６５０人、教職員数３５名の大規模な学校の中で、多くの先生

方が、生徒達の願いそして一人の教員の思いに耳を傾け、自分事として真剣に考えてくれたおかげで

す。今でもその光景、感動を忘れません。 

さて、今回の大会で話題になったことがありました。日本のサポータがスタジアムのゴミを清掃す

る姿や、選手によって清掃された試合後のロッカーの様子が世界で話題を呼び、称賛の声が上がった

ことです。その後、森保監督は記者からの「なぜ、日本代表選手やサポータの人達はこういった行動

をとるのですか」という質問に対し、「我々にとっては当たり前のことです」と返しました。そして、

「私自身も育成年代から、『帰るときは来たときよりも美しく』と教えられてきました。日本の文化

としては、使ったところは綺麗にして帰るというのは、当たり前で常識的なことだと思っています」

と答えていました。私たちの気持ちを代弁してくれたであろう森保監督の発言は拡散され、共感や称

賛する声が上がりました。そして、クロアチア戦に負けた後も、選手とサポータは今までと同じよう

に使った場所を綺麗にしていました。日本代表に限らず、日本で生活している多くの人が「場所を使

わせてもらったら、綺麗に掃除をしよう」と教わってきました。皆さんも、日頃から家庭や学級活

動、部活動等で教わっています。そして、この行動には、人への配慮、思いやりの心が込められてい

ます。また、クロアチア戦の後、森保監督がグランドに深々とお辞儀をした姿も世界中で称賛されま

した。「お辞儀」も日本の文化であり、他者に対する礼儀と尊重の思いが込められています。 

グローバル化が進む中、世界中では様々な文化があり、各国、各民族が多義の文化を尊重し、多様

な文化を認め合うことが必要とされています。そのような中、皆さんには、世界中から称賛される

「公共の場を綺麗に使う、使ったところは綺麗にして帰る」「お辞儀をする」など、日本の文化をこ

れからも大切にしてほしいと思います。 

最後になりますが、保護者の皆さま、地域の皆さまには、今年も本校の教育活動にご理解、ご協力

していただき感謝申し上げます。今後ともよろしくお願いいたします。来年も皆さまにとって良い年

になりますように心よりお祈り申し上げます。 

４ ２ 4  12 月 20 日 

校訓：質実剛健 

令和 4 年度第 ８号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 月の行事予定 
 

日 曜 行事 給食 日 曜 行事 給食 

1 日 元日  16 月 朝礼 連合作品展見学 ◎ 

2 月 休日  17 火  ◎ 

3 火   18 水  ◎ 

4 水   19 木 SC ◎ 

5 木   20 金 SC ◎ 

6 金   21 土   

7 土 冬季休業日（終）  22 日   

8 日   23 月 職場訪問(1年) ◎ 

9 月 成人の日  24 火 職場体験(2年) ◎ 

10 火 始業式 専門委員会 ✕ 25 水 職場体験(2年) ◎ 

11 水  ◎ 26 木 職場体験(2年) 都立推薦入試 ◎ 

12 木 避難訓練 都立推薦出願(始) ◎ 27 金 SC 都立推薦入試 ◎ 

13 金 SC ◎ 28 土   

14 土 道徳授業地区公開講座 ✕ 29 日   

15 日   30 月 生徒朝礼 ◎ 

    31 火 脊柱側湾検査(1年) ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 ： のびやかで、あたたかい心 

         深く考え、自ら学ぶ力 

         健やかな身体とたくましい体力 

◇ １年 職場訪問 ◇ 

今後の進路選択に役立てることを目的に、 

１月２３日（月）に職場訪問を実施します。 

実際に働く方の姿や現場を見学させていただくとと

もに、インタビューをとおして、仕事のやりがいや

苦労などについて学びます。 

生徒たちにとって、将来の自分について考える貴

重な機会です。ご協力をよろしくお願いします。 

◇ ２年 職場体験 ◇ 

１月２４日（火）から２６日（木）の３日間、島

内の事業所で職場体験を実施します。実際の職業を

体験することで、今後の進路選択に役立てるととも

に、自分の適性を知ったり、責任や働くことの意義

を学んだりします。また、場に応じた言葉遣いや礼

儀作法等についても学びます。 

ご協力いただく事業所の皆様、どうぞよろしくお

願いいたします。 

リ
サ
イ
ク
ル
ウ
ィ
ー
ク 

～ ＰＴＡ役員からのお知らせ ～ 

〇カメラマン撮影による「小中合同運動会の写真」の販売期間が１２月３１日まで 

延長されましたので、購入を希望される方は期日までにお申し込みください。 

〇大島ＰＴＡ連合会広報誌「いずさ」の原稿の募集案内が届いております。テーマは 

自由です。ご希望の方は副校長までお問い合わせください。（１月１２日原稿〆切） 

◇ 道徳授業地区公開講座 ◇ 

日 時：１月１４日（土） 

１０時２０分から１１時１０分 

会 場：体育館 

内 容：全学年合同による道徳の授業 

    《テーマ「本当の友情」》 

 

＊保護者・地域の皆様との意見交換会を 

 体育館で実施します。ご参加ください。 

１１時２０分から１２時１０分 

 

◇ 大島町立小中学校連合作品展 ◇ 

日時：1 月 13 日（金）～ 17 日（火） 

会場：大島町開発総合センター 大集会室 

＊美術科、技術科、家庭科、文化部の作品

が展示されます。ぜひ、ご鑑賞ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 連合音楽会 ◇ 

12月 6 日（火）開発総合センター 大集会室に、中学校 3 校が集まり、連合音楽会が開催されまし

た。マスクを着用しながらも、会場全体に声を響かせ、気持ちを込めて合唱しました。 

ご参観いただき、ありがとうございました。 

 

 

 

◇ 全校ビブリオバトル 12月 10日 ◇ 

各学年代表者 2 名が 1 冊の本のすばらしさを５分間でプレゼンしました。「どの本が読みたくなっ

たか」を基準とした投票で、最多票を集めた本が「チャンプ本」です。今年度は、３年〇〇 〇〇      

さんが紹介した『どうか、彼女が死にますように』（喜友名トト 2021 年）と２年〇〇 〇〇さんが

紹介した『改訂２版 世界の国旗図鑑 歴史と共に進化する国旗』（刈安望 2020 年）が同数で１位と

なり、決選投票の結果、以下のとおりチャンプ本が決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 各学年代表者 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 チャンプ本 》 ３年 〇〇 〇〇 

『どうか、彼女が死にますように』 

（喜友名トト 2021 年） 

 

 

 

 

 

 

《 準チャンプ本 》 ２年  〇〇 〇〇 

『改訂 2版 世界の国旗図鑑  

歴史と共に進化する国旗』（刈安望 2020 年） 

 

 

３年 〇〇 〇〇  『時々ボソッとロシア語でデレる隣のアーリャさん』（燦々sun 2021 年） 

２年 〇〇 〇〇  『時守たちのラストダンス』（東堂いづみ・三荻せんや 2021 年） 

１年 〇〇 〇〇  『カラフル』（森絵都 2007 年） 

１年 〇〇 〇〇  『放課後ネームゲーム』（百舌涼一 2021 年） 

   

合唱曲  

「変わらないもの」 

指揮：〇〇 〇〇 

伴奏：〇〇 〇〇 

合唱曲 

「HEIWA の鐘」 

指揮：〇〇 〇〇 

伴奏：〇〇 〇〇 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◇ 地域清掃 １２月１０日 ◇ 

◇ 法政大学生との交流活動 ◇ 

新型コロナウイルス感染症 第７波の影響により、延期していた「法政大学キャリアデザイン学部

の学生との交流活動」を１２月１０日（土）・１１日（日）に実施しました。普段なかなか関わること

のできない大学生との交流活動を通じて、参加した生徒たちは、近い将来をイメージしながら今後の

過ごし方について具体的に考える貴重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

日頃お世話になっている地域への感謝の気

持ちを込めて、二中生が地域清掃を行いまし

た。サッカーのワールドカップ・カタール大会

では、試合後に勝っても負けてもスタジアム

で清掃活動をする日本サポーターの姿が世界

から称賛されました。これからも「感謝の気持

ち」を大切にしたいものです。 

生徒と一緒に清掃活動をしてくださった保

護者・地域の皆様、ありがとうございました。 

◇ 避難所運営講座 12月 15日 ◇ 

避難者の年齢、性別やそれぞれが抱える事情が書かれたカードを、校舎に見立てた平面図に並べな

がら、避難所で起こる様々な出来事への対応を模擬体験しました。各グループで役割を分担（カード

の読み上げ係、避難者の振り分け係、掲示板を書く係）し、避難所運営に挑戦していきました。 

「入口と出口を分ける」「地区ごとにまとまらせる」「乳幼児や病人、怪我人などの様々な事情を配

慮してスペースを配置する」など、自分たちでアイデアを出し合い、判断・決断し、運営しました。 

 

 
  


